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日本史上初のテーラワーダ仏教『戒壇』の認定式開催について 

 

【要旨】 

来る２００６年４月２９日に東京都八王子市の雲龍寺と禅東院において、日本史上初となるテーラワー

ダ仏教（上座仏教）の伝統に基づいた『戒壇』認定式が挙行されます。この認定式は、スリランカ大寺

派アスギリヤ精舎の管長であるウドゥガマ・スリ・ブッダラッキタ大長老をはじめとする８名の長老に

よってとり行なわれます。 

 

【背景】 

西暦六世紀以降、日本に伝来した仏教のほとんどは、釈迦牟尼世尊（仏陀）が没して約５００年後に

新しい解釈のもと興隆した大乗仏教が中国を経由してきたものです。また、千数百年の歴史を経て様々

な変遷を経て、多くの宗派仏教が創設され、日本仏教文化の花を咲かせてきました。 

一方、スリランカ、ミャンマー、タイなどの東南アジアの諸国では、２５００余年間に渡り、仏陀在

世の教えを継承することに努めてきたテーラワーダ仏教（上座仏教）が正統の地位を占め、今なおひと

びとの日常生活のなかに息づいております。また、日本の中にも宗派仏教の枠を離れて、仏陀の教えの

息吹に直接触れようとする僧俗の機運が高まっております。 

こうしたなか、日本テーラワーダ仏教協会（宗教法人 東京都渋谷区）は、テーラワーダ仏教（上座

仏教）の教えと実践を伝統ある仏教国日本にも紹介するため、１９９４年に設立されました。以後、ア

ルボムッレ・スマナサーラ大長老をはじめスリランカやミャンマーから派遣された長老（指導僧）のご

指導のもと、精力的な活動を行っております。 

しかし、仏法を伝える担い手である出家僧侶の出家儀式や毎月二回の戒律儀式（布薩）を行うために不

可欠な聖地である「戒壇」が日本にはなく、その設置が待ち望まれていました。 

このたび、東京都八王子市にその戒壇建立用地の寄進を篤志家より受け、スリランカのテーラワーダ

仏教本山の大長老を初めとする八名の長老方を迎え、戒壇の認定式を行うものです。 

今回執り行われるテーラワーダ仏教の「戒壇」認定は、釈迦牟尼世尊の没後２５００有余年にして初

めて日本で行われるものであり、日本仏教伝来史上画期的な出来事となります。 

 

 

 



【戒壇について】 

戒壇は本来、結界、境界という意味を持ち、新たな比丘を認定するための戒律の授受、出家比丘が定

期的に戒律をあらためる布薩法事など、戒律に関する儀式を行うための場所です。 

日本では，西暦７５４年(天平勝宝６) 唐の鑑真和上一行によって、東大寺大仏殿前に仮設戒壇の造築，

翌７５５年に大仏殿西方に常設の戒壇が設けられた後、いくつかの戒壇が設置されましたが、いずれも

中国仏教や日本仏教に基づいたものです。この意味では、今回の戒壇建立はテーラワーダ仏教（上座仏

教）の戒壇としては日本史上初のものとなります。 

今回の戒壇の認定については、スリランカのテーラワーダ仏教大寺派総本山アスギリヤ大寺のウドゥ

ガマ・スリ・ダンマダッシー・ラタナパーラ・ブッダラッキタ大長老猊下（Most Venerable, Udugama 

Sri Dhammadhassi Ratarapala Buddharakkhita Mahanayaka Thero）をはじめとする８名の長老を奉

迎して、とり行うものです。 

 

【戒壇認定主宰のウドゥガマ・スリ・ブッダラッキタ大長老について】 

テーラワーダ仏教（初期仏教、南伝仏教）は現在、主にスリランカ、ミャンマー、タイにおいて継承

され、多くの人々に実践されております。このうちスリランカでは、テーラワーダ仏教が事実上の国教

となっており、三つの大サンガ（僧団）により運営されています。今回の戒壇認定の主宰者であるウド

ゥガマ・スリ・ダンマダッシー・ラタナパーラ・ブッダラッキタ大長老猊下（Most Venerable, Udugama 

Sri Dhammadhassi Ratarapala Buddharakkhita Mahanayaka Thero）は、最も伝統的な僧団であるシ

ャム派総本山アスギリヤ大寺の貫主であり、スリランカのみならず世界のテーラワーダ仏教界を代表す

る一人です。なお、同大長老は、同国キャンディ市の世界文化遺産ダラダ･マリガーワ寺（仏歯大殿寺）

の管理責任者でもあります。 

今回の大長老ご一行の訪問について、二ヶ所の戒壇認定以外に、日本テーラワーダ仏教協会の拠点で

あるゴータミー精舎（東京都渋谷区）、アラナ精舎（大阪府岸和田市）の比丘サンガへの布施法要、お

よび永平寺（福井県）、延暦寺（滋賀県）での日本仏教界との交流等が予定されています。 

 

【戒壇建立予定の雲龍寺について】 

名称：雲龍寺 

所在地：東京都八王子市山田１６８８－２ TEL 0426-61-6617 
宗派：曹洞宗 

代表者：住職 足利正明 

 

【戒壇建立予定の禅東院について】 

所在地：東京都八王子市本町１７－１ TEL042-622-1394 FAX042-628-1288 
宗派：単立禅宗 

代表者：住職 大石徹元 

 

 

 

 

 



【認定式の予定】 

 

＜雲龍寺＞ 

開催日時：4月 29 日（土）午前 9時 30 分 ～ 午前 11 時ごろ 

場所：東京都八王子市山田１６８８－２ TEL 0426-61-6617 
 

＜禅東院＞ 

開催日時：4月 29 日（土）午後２時 ～ 午後４時ごろ 

場所：東京都八王子市本町１７－１ TEL042-622-1394 
 

【（宗）日本テーラワーダ仏教協会の概要】 

設立年：１９９４年 

所在地：東京都渋谷区幡ヶ谷１－２３－９ 

代表者：会長 小西惇一 

会員数 ：1100 人 

主な活動：テーラワーダ仏教の日本での普及のため、全国各地で瞑想会、法話会、経典勉強会の開催、

機関紙など書籍出版など。 

 

なお当文書は、4月１７日 １８時以降、以下のホームページアドレスに掲載してあります。 

http://www.j-theravada.net/jtba20060417press.pdf 

 

以上 


